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雨
水
タ
ン
ク
設
置
費
補
助
金

■
補
助
対
象
者　
町
内
に
住
宅
用
家
屋
を

所
有
し
、
居
住
す
る
一
定
の
要
件
に
当

て
は
ま
る
人

■
補
助
対
象
要
件

◦
有
効
貯
水
量
50
㍑
以
上

◦
水
ま
き
な
ど
に
使
用
す
る
た
め
の
蛇
口

が
付
い
て
い
る
も
の

◦
未
使
用
の
も
の

◦
同
一
年
度
内
に
購
入
か
ら
設
置
ま
で
し

た
も
の

◦
過
去
５
年
間
に
本
補
助
金
の
交
付
を
受

け
て
い
な
い
世
帯

■
補
助
額　
購
入
額
の
２
分
の
１

◦
上
限　
有
効
貯
水
量
２
０
０
㍑
未
満

２
万
４
千
円

（
千
円
未
満
の
端
数
を
切
捨
額
）

◦
上
限　
有
効
貯
水
量
２
０
０
㍑
以
上

３
万
５
千
円

（
千
円
未
満
の
端
数
を
切
捨
額
）

雨
水
浸
透
桝
設
置
費
補
助
金

■
補
助
対
象
者

◦
町
内
の
住
宅
な
ど
に
雨
水
浸
透
桝
を
設

置
す
る
土
地
の
所
有
者
か
使
用
者（
設

置
前
に
申
請
が
必
要
）

◦
雨
水
浸
透
桝
が
設
置
さ
れ
た
新
築
住
宅

を
購
入
し
た
者（
購
入
後
す
ぐ
に
申
請

が
必
要
）

■
補
助
対
象
要
件

◦
雨
ど
い
か
ら
の
接
続
と
す
る
こ
と（
雨

水
以
外
の
流
入
が
あ
れ
ば
交
付
対
象

外
）

◦
雨
水
浸
透
桝
標
準
敷
設
構
造
図
に
適
合

す
る
こ
と

■
補
助
額　
１
基
当
た
り
１
万
６
千
円

　
（
上
限
：
４
基　
６
万
４
千
円
）

雨
水
タ
ン
ク
・
雨
水
浸
透
桝
の
設
置
費
用
の

一
部
補
助

上
水
道
の
節
水
や
地
下
水
量
保
全
、
都
市
型
水
害
の
軽
減
に
よ
る
生
活
環
境
保
全
の
た

め
、
雨
水
タ
ン
ク
・
雨
水
浸
透
桝
の
設
置
費
を
補
助
し
て
い
ま
す
。

問
環
境
生
活
課　
環
境
係　
☎（
２
３
２
）２
１
１
４

【乗合タクシー】熊本セントラル病院の
指定乗降場所が変わります

指定乗降場所の変更
　熊本セントラル病院の移転に伴い、乗合タクシーの指
定乗降場所を10月４日㈰から上図のとおり移設します
ので、ご利用の際はお気をつけください。

運賃の運用
　乗合タクシーは、巡回バス廃止路線の代替交通として、
本年１月から試験運行しています。

　基本運賃は300円ですが、エリアをまたぐ場合は400
円となります。今回の移転により北部エリアからのご利
用は、運賃が変わりますので、ご理解とご協力をお願い
します。
■問い合わせ
　総合政策課　地域振興係
　☎（232）2112
※乗合タクシーについて詳細は右記を

ご参照ください。

令
和
元
年
度
の
ご
み
総
量

　

ご
み
は
、
菊
陽
町
、
菊
池
市（
旧
泗
水

町
）、
合
志
市
、
大
津
町
で
構
成
す
る
菊

池
環
境
保
全
組
合
で
処
理
を
し
て
い
ま
す
。

　
令
和
元
年
度
実
績
で
は
、
ご
み
の
総
量

は
組
合
全
体
で
前
年
度
対
比
４
・
０
％
増

の
３
９
，
９
７
０
㌧
、
そ
の
う
ち
菊
陽
町

は
前
年
度
対
比
５
・
９
％
増
の
１
２
，
１

０
９
㌧
で
し
た
。

　
現
在
、
燃
や
す
ご
み
処
理
施
設
で
あ
る

東
部
清
掃
工
場
で
は
、
人
口
増
加
に
よ
る

ご
み
量
の
増
加
や
、
施
設
の
老
朽
化
な
ど

で
、
処
理
能
力
不
足
が
心
配
さ
れ
、
新
た

な
処
理
施
設
の
建
設
工
事
が
開
始
さ
れ
て

い
ま
す
。
詳
し
く
は
、
菊
池
環
境
保
全
組

合
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　
施
設
を
よ
り
長
く
使
う
た
め
に
、
燃
や

す
ご
み
の
減
量
化
や
分
別
の
徹
底
に
ご
協

力
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

ごみを減らすためにできること
○水切りでごみも臭いもすっきり

　菊池環境保全組合の調査では、燃やす
ごみのうち約４割は水分であるとの結果
がでています。生ごみを出す前に十分な
水切りをしましょう。また、ごみ袋の口
は、しっかりと結びましょう。

○生ごみはたい肥に利用して
　エコ生活

　生ごみのたい肥化にご
協力をお願いします。

（電動式生ごみ処理機など
の補助制度があります。）

○ごみは分ければ資源に
　スーパーなどの店舗で回収している資
源物は、できるだけ店舗回収に協力しま
しょう。

○地域の集団回収資源物の「空かん・空び
ん」「紙類」「布類」「牛乳パック」「ペッ
トボトル」は、地域の集団回収に出しま
しょう。

ご
み
の
分
別
・
減
量
に
ご
協
力
を

問
環
境
生
活
課　
ご
み
減
量
推
進
係　
☎（
２
３
２
）２
１
１
４

リ
サ
イ
ク
ル
推
進
事
業
の
実
績

　
令
和
元
年
度
は
、
子
ど
も
会
、
自
治
会

な
ど
70
団
体
が
集
団
回
収（
リ
サ
イ
ク
ル
）

に
取
り
組
ま
れ
ま
し
た
。

　
回
収
量
は
４
４
４
㌧
で
、
リ
サ
イ
ク
ル

推
進
事
業
奨
励
金
５
０
３
万
円
を
交
付
し

ま
し
た
。

　
リ
サ
イ
ク
ル
活
動
を
年
度
内
に
４
回
以

上
行
う
と
、総
重
量
に
対
す
る
加
算
金（
２

円
／
㌔
）が
あ
り
ま
す
。　

　
ご
み
処
理
に
か
か
る
費
用
の
削
減
の
た

め
、
家
庭
ご
み
の
減
量
化
や
地
域
の
リ
サ

イ
ク
ル
活
動
に
ご
協
力
を
よ
ろ
し
く
お
願

い
し
ま
す
。

私
た
ち
が
出
す
ご
み
は
、
処
理
す
る
た
め
に
た
く
さ
ん
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
や
費
用
が
か
か

り
ま
す
。
ご
み
を
出
す
前
に
再
利
用
で
き
な
い
か
ど
う
か
も
う
一
度
考
え
て
み
ま
せ
ん

か
。

種類 金額

古紙類
新聞・チラシ、雑誌、
段ボール、牛乳パック
その他の紙

10円／㌔

布類 古着、毛布など 10円／㌔

缶類 アルミ缶、スチール缶 10円／㌔

びん類 ビールびん、一升びん ビールびん ８円／本
一升びん　 10円／本

ペットボトル 20円／㌔

■リサイクル推進事業対象品目と単価

■菊陽町の令和元年度ごみ量の実績（ごみ一時保管所に出されたごみ袋や直接施設に持ち込まれた量）

家庭ごみ　7,190㌧
（170㌔／１人１年当たり）
※前年度対比　2.1%増

家庭ごみ　7,190㌧
（170㌔／１人１年当たり）
※前年度対比　2.1%増

家庭ごみ　7,190㌧
（170㌔／１人１年当たり）
※前年度対比　2.1%増

燃やすごみ（粗大除く）

家庭ごみ　72㌧
（1.7㌔／１人１年当たり）
※前年度対比　4.3%増

家庭ごみ　72㌧
（1.7㌔／１人１年当たり）
※前年度対比　4.3%増

家庭ごみ　72㌧
（1.7㌔／１人１年当たり）
※前年度対比　4.3%増

資源物ＥＦＧ

家庭ごみ　200㌧
（4.7㌔／１人１年当たり）
※前年度対比　3.1%増

家庭ごみ　200㌧
（4.7㌔／１人１年当たり）
※前年度対比　3.1%増

家庭ごみ　200㌧
（4.7㌔／１人１年当たり）
※前年度対比　3.1%増

資源物Ｊ

家庭ごみ　75㌧
（1.8㌔／１人１年当たり）
※前年度対比　2.7%増

家庭ごみ　75㌧
（1.8㌔／１人１年当たり）
※前年度対比　2.7%増

家庭ごみ　75㌧
（1.8㌔／１人１年当たり）
※前年度対比　2.7%増

資源物ＣＤ

家庭ごみ　３㌧
（0.1㌔／１人１年当たり）
※前年度対比　増減なし

家庭ごみ　３㌧
（0.1㌔／１人１年当たり）
※前年度対比　増減なし

家庭ごみ　３㌧
（0.1㌔／１人１年当たり）
※前年度対比　増減なし

資源物Ｉ

家庭ごみ　363㌧
（8.6㌔／１人１年当たり）
※前年度対比　4.6%増

家庭ごみ　363㌧
（8.6㌔／１人１年当たり）
※前年度対比　4.6%増

家庭ごみ　363㌧
（8.6㌔／１人１年当たり）
※前年度対比　4.6%増

資源物ＡＢ

家庭ごみ　73㌧
（1.7㌔／１人１年当たり）
※前年度対比 3.9%減

家庭ごみ　73㌧
（1.7㌔／１人１年当たり）
※前年度対比 3.9%減

家庭ごみ　73㌧
（1.7㌔／１人１年当たり）
※前年度対比 3.9%減

資源物Ｈ

家庭ごみ　157㌧
（3.7㌔／１人１年当たり）
※前年度対比　6.8%増

家庭ごみ　157㌧
（3.7㌔／１人１年当たり）
※前年度対比　6.8%増

家庭ごみ　157㌧
（3.7㌔／１人１年当たり）
※前年度対比　6.8%増

不燃・埋め立て

家庭ごみ　162㌧
（3.8㌔／１人１年当たり）
※前年度対比　19.1%増

家庭ごみ　162㌧
（3.8㌔／１人１年当たり）
※前年度対比　19.1%増

家庭ごみ　162㌧
（3.8㌔／１人１年当たり）
※前年度対比　19.1%増

粗大ごみ（可燃・不燃）

家庭ごみ　２㌧家庭ごみ　２㌧家庭ごみ　２㌧

乾電池

家庭ごみ　２㌧家庭ごみ　２㌧家庭ごみ　２㌧

蛍光管

※事業所ごみを除く

熊本セントラル病院の移転に伴い、菊陽町乗合タクシーの指定乗降場所と運賃の運用が変わります。

変更後の指定乗降場所変更後の指定乗降場所 国
道
325
号

国
道
325
号

国道
57号
（菊
陽バ
イパ
ス）

国道
57号
（菊
陽バ
イパ
ス）

現病院

新病院
国
道
443
号

国
道
443
号

県道熊
本菊陽

線

県道熊
本菊陽

線

新病院駐車場

駐車場

駐車場

現病院

駐車場

変更前の指定乗降場所

町ホームページ

2020.10　広報 広報 　2020.10


